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栄養士校外実習における学生の学習効果の検討
第二報
～実習前後のアンケート調査の比較から～
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1）大妻女子大学短期大学部家政科食物栄養専攻，2）大妻女子大学短期大学部特任講師
　A  Study of Effects of Learning on Practical Training for Students 
Attending the Dietician Course : Part2
─ Comparison between before Training and after Training─
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I.　はじめに
　校外実習は、栄養士資格取得に必要な学習単位で
あり、厚生労働省の認めた施設のなかから 1ヶ所を
選択し、実地に学習するものである。各施設で給食
業務を行うために必要な、食事の計画や調理を含め
た給食サービス提供に関する技術を実践的に修得
し、栄養士として備えるべき知識および技術全体を
体得することを目的としている。
　校外実習にあたっては、その教育効果があがるよ
う、学内において事前・事後評価を行う体制を整え
る必要があり1）、本専攻では、実習前に校外実習施
設の選択や各施設の栄養士業務、実習の心得などを
習得することを目的とした「校外実習指導 I」（1年
後期）、「校外実習指導 II」（2年前期）を開講し、
事前指導の強化に努めている。
　他の栄養士養成施設においても栄養士教育のあり
方について校外実習の取り組みから考察をし、事前
指導の充実2）や関連科目との連携の必要性3）が求め
られていることが示されている。また、校外実習の
学習効果を検討した結果、栄養士業務に関して実習
前後にセルフエフィカシーが高まることも報告され
ている4）。
　第一報では校外実習後自由記述による調査を行
い、学生たちが栄養士の仕事について学んだこと、
実習で得た成果を卒業後どう活かしたいかなどにつ
いて報告した2）。いずれの施設においても「盛り付
け」「片づけ・掃除」の実習作業を行っており、そ
のほかの作業は施設により違いがみられた。また、
卒業後活かしたいことは、人間関係を円滑にするた
めの「コミュニケーション」「気配り」であり、本
専攻での栄養士校外実習の効果をより最大限に活か
せるよう各専門科目との連携の必要性を結論づけ
た。
　本研究では、校外実習に対する学生の意識や態
度、行動について実習の事前事後の変化を検討する
ことを目的として調査を行った。
II.　方法
1）　調査対象者
　本学短期大学部家政科食物栄養専攻 2年生のう
ち、事前調査は校外実習に参加予定の 185名、事後
調査は校外実習に参加した 174名に実施し、いずれ
も回収率は 100%であった。有効回答数は事前調査
150、事後調査 155、有効回答率は事前調査 81.1%、
事後調査 89.1%であった。
2）　調査時期および調査方法
　事前調査は平成 23年 7月に「校外実習指導 II」
を履修するクラスごとに説明し、了承を得て、質問
紙を配布・実施・回収した。事後調査は 8月～10
月で、実習終了後 1～2週間以内に実習グループ毎
に質問紙を配布し、その場で実施・回収した。
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3）　調査内容
　質問紙は実習前後の比較を行うため、ほぼ同じ項
目で、各々 73項目とした。
　① 栄養士のイメージおよび栄養士の就職希望、
② 校外実習で学びたいこと、学んだこと（各 14項
目）、③ 現在の自分自身の態度・行動、実習中の自
分自身の態度・行動（各 12項目）、④ 栄養士に必
要な知識および技能について（各 14項目）、⑤ 事
前の専門科目の理解度と事後の専門科目の学び直し
の必要性（各 30科目）である。
　これらの項目のうち ① の 3項目のひとつ「卒業
後、栄養士として就職することを希望しているか」
の項目は、事前・事後調査ともに「希望している」
「希望していない」「未定」の 3択を得た。事後調査
は、校外実習に行って栄養士に対するイメージにつ
いて、「かなり変わった」から「変わらない」まで
の 5件法で回答を得た。② ③ ④ の合計 40項目は、
とてもそう思う（5点）、そう思う（4点）、どちら
ともいえない（3点）、あまり思わない（2点）、思
わない（1点）の 5件法で回答を得た。⑤の事前の
30科目は、理解している（5点）、ほぼ理解してい
る（4点）、どちらともいえない（3点）、あまり理
解していない（2点）、理解していない（1点）の 5
件法で回答を得た。⑤ の事後は ②～④ と同様に回
答を得た。
4）　統計処理
　実習前後の分析は SPSS（Ver. 19）で行った。
III.　結果および考察
1.　実習施設別の人数
　実習施設別の対象人数は表 1に示す通りである。
会社事業所は 4施設、保育園は 4施設、病院 2施
設、高齢者福祉施設 1施設であり、会社事業所で実
習をした学生が 6割以上を占めていた。これらの実
習施設は事前に学生の希望をとっており、約 7割の
学生が第 1希望の施設で実習を行うことができた。
2.　 実習前の「学ぶ意欲」と実習後の「学んだ事柄」
の比較
　校外実習で学ぶことについて 14項目を得点化し、
表 1　対象者
施設の種類
事前調査 事後調査
n % n %
会社事業所  99 66.0 106 68.4 
保育所  30 20.0  32 20.6 
病院   8  5.3   7  4.5 
高齢者福祉施設  13  8.7  10  6.5 
合計 150 155
表 2　校外実習で学びたいこと（事前調査）・学んだこと（事後調査）得点の平均値
項目
事前（n=150） 事後（n=155）
検定
平均値　 標準偏差 平均値　 標準偏差
礼儀、マナー、あいさつ 4.51 0.64 4.78 0.45 ＊＊
コミュニケーション 4.47 0.68 4.55 0.57
衛生管理 4.41 0.75 4.52 0.72
献立作成 4.40 0.79 4.37 0.88
調理技術 4.29 0.82 3.81 1.14 ＊＊
配膳サービス 4.26 0.74 4.40 0.76
食材知識 4.25 0.79 3.84 0.92 ＊＊
作業管理 4.24 0.77 4.00 1.04 ＊
健康管理 4.20 0.80 4.54 0.67 ＊＊
行動時間の厳守 4.19 0.83 4.75 0.53 ＊＊
食育 4.10 0.89 3.81 1.14 ＊
事務管理 4.03 0.91 3.39 1.08 ＊＊
経営管理 4.00 0.89 3.64 1.04 ＊＊
リーダーシップ 4.00 0.89 3.73 0.88 ＊＊
 　　＊ p<0.05　＊＊p<0.01
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それぞれの項目について平均値を算出し、事後得点
と事後得点の平均値について t検定を行った（表
2）。
　事前よりも事後の得点が有意に高かったのは「礼
儀、マナー、あいさつ」「健康管理」「行動時間の厳
守」であり、事後よりも事前の得点が有意に高かっ
たのは「調理技術」「食材知識」「作業管理」「食育」
「事務管理」「経営管理」「リーダーシップ」であっ
た。
　学んだ事柄は実習先ごとに特徴がみられ、保育所
では他の実習施設に比べ、「調理技術」や「食育」
について平均値が高かった。「礼儀、マナー、あい
さつ」「健康管理」「行動時間の厳守」については実
習によって学び、その大切さを再認識したと考えら
れる。
　事前・事後調査で上位にきた「コミュニケーショ
表 3　 現在の自分自身の態度・行動（事前調査）・実習中の自分自身の態度・行動（事後調
査）得点の平均値
項目
事前（n=150） 事後（n=155）
検定
平均値 標準偏差 平均値　 標準偏差
身支度の清潔 4.58 0.52 4.72 0.49 ＊
謙虚な態度 4.53 0.61 4.61 0.62
時間 4.47 0.60 4.69 0.73 ＊＊
あいさつ・返事 4.35 0.68 4.47 0.57
責任・守秘義務 4.30 0.62 4.48 0.61 ＊
学生らしい態度 4.29 0.64 4.49 0.65 ＊＊
安全 4.21 0.76 4.52 0.81 ＊＊
コミュニケーション 4.15 0.75 4.49 0.65 ＊＊
課題やテーマ 4.14 0.82 4.35 0.75 ＊
体調管理 4.08 0.78 4.61 0.64 ＊＊
自主的・積極的な行動 3.83 0.86 4.23 0.66 ＊＊
対象別献立 3.54 0.85 4.45 0.70 ＊＊
 　＊p<0.05　＊＊p<0.01
表 4　栄養士に必要な知識および技能得点の平均値
項目
事前（n=150） 事後（n=155）
検定
平均値　 標準偏差 平均値　 標準偏差
衛生管理 4.87 0.34 4.86 0.36 
献立作成 4.83 0.37 4.85 0.43 
食材知識 4.79 0.41 4.81 0.45 
健康管理 4.79 0.44 4.83 0.41 
行動時間の厳守 4.79 0.51 4.84 0.40 
食育 4.77 0.45 4.72 0.57 
作業管理 4.76 0.46 4.76 0.47 
礼儀、マナー、あいさつ 4.71 0.55 4.85 0.36 ＊
コミュニケーション 4.70 0.50 4.81 0.41 ＊
調理技術 4.59 0.58 4.50 0.69 
経営管理 4.57 0.62 4.67 0.52 
リーダーシップ 4.56 0.67 4.70 0.51 ＊
配膳サービス 4.55 0.62 4.63 0.57 
事務管理 4.49 0.68 4.65 0.52 ＊
 ＊ p<0.05
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ン」については、栄養士・管理栄養士が勤務する職
場のどの分野でも高い割合で必要とされており6）、
これらを学ぶことができたことは人間的成長におい
て重要だといえる。
3.　 実習前の態度・行動と実習中の態度・行動の比
較
　校外実習前の態度や行動について実習生として備
えて欲しい 12項目を得点化し、それぞれの項目に
ついて平均値を算出し、事前・事後得点の t検定を
行った（表 3）。事前より事後の得点が有意に高かっ
たのは、12項目中 10項目で「身支度の清潔」「時
間」「責任・守秘義務」「学生らしい態度」「安全」
「コミュニケーション」「課題やテーマ」「体調管理」
「自主的・積極的な行動」「対象別献立」であった。
　先行研究においても喫食者に適した「献立作成」
に関して、実習後に改善する傾向にあることが報告
され4）、同様の結果であった。「献立作成」に関し
ては、辻らは給食経営管理論分野のなかでの位置付
けが管理栄養士養成校により異なり、さまざまな問
題点を指摘しており7）、本学においても、基礎学習
として献立作成をきちんと学生に理解できるよう、
各科目間で連携していきたい。
表 5　栄養士専門科目の理解度（事前調査）・専門科目の学び直し（事後調査）得点の平均値
項目
事前（n=150） 事後（n=155）
検定
平均値　 標準偏差 平均値　 標準偏差
調理学実習 3.80 0.76 4.23 0.80 ＊＊
給食管理実習 3.73 0.73 4.37 0.80 ＊＊
校外実習指導 3.67 0.83 4.05 0.99 ＊＊
ライフステージ栄養学 3.53 0.66 4.18 0.95 ＊＊
給食管理論 3.51 0.76 4.46 0.69 ＊＊
ライフステージ栄養学実習 3.51 0.73 4.18 0.93 ＊＊
栄養指導論実習 3.31 0.84 3.79 1.03 ＊＊
食安全学 3.31 0.83 4.26 0.87 ＊＊
栄養指導論 3.31 0.79 3.79 0.90 ＊＊
公衆衛生学 3.21 0.86 3.83 0.91 ＊＊
食教育論 3.08 0.94 3.93 0.99 ＊＊
臨床栄養学実習 3.07 0.88 3.85 0.97 ＊＊
人体構造論 3.03 0.88 3.69 0.99 ＊＊
公衆栄養学 3.02 0.86 3.72 0.91 ＊＊
臨床栄養学 2.99 0.85 3.80 0.98 ＊＊
生活環境学実験 2.92 1.05 3.39 1.02 ＊＊
食品化学（含食品機能論） 2.90 0.99 3.74 0.95 ＊＊
食品加工貯蔵学 2.88 1.19 3.69 1.03 ＊＊
病理学 2.87 0.88 3.75 1.02 ＊＊
食安全学実験 2.77 1.21 3.72 1.14 ＊＊
基礎栄養学 2.73 0.96 3.70 1.02 ＊＊
調理科学 2.73 1.24 3.92 1.10 ＊＊
社会福祉論 2.66 1.37 3.26 1.18 ＊＊
食品加工貯蔵学実験 2.61 1.24 3.63 0.99 ＊＊
食品化学（含食品機能論）実験 2.57 1.11 3.48 1.06 ＊＊
栄養化学 2.57 0.96 3.57 0.99 ＊＊
栄養生理学（含運動生理学） 2.52 1.28 3.45 1.14 ＊＊
生化学 2.45 1.08 3.48 1.00 ＊＊
栄養化学実験 2.41 1.06 3.42 1.07 ＊＊
人体構造論実験 2.33 1.21 3.37 1.15 ＊＊
 ＊＊p<0.01
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4.　  栄養士に必要な知識および技能についての考え
の変化
　栄養士に必要な知識および技能と考えられる基本
項目について 14項目を得点化し、それぞれの項目
について平均値を算出し、事前・事後得点の t検定
を行った（表 4）。事前より事後の得点が有意に高
かったのは 4項目で「礼儀、マナー、あいさつ」
「コミュニケーション」「リーダーシップ」「事務管
理」あった。「衛生管理」「献立作成」は事前・事後
得点共に特に高得点であった。
　学生はほとんどの項目を栄養士に必要な知識およ
び技能だと認識しており、実習前・後の意識の変化
は見られなかった。「衛生管理」に関しては様々な
授業の中で徹底して教育を行っており、その重要性
が理解されたと考えられる。
5.　 事前の専門科目の理解度と事後の専門科目の学
び直しの必要性
　食物栄養専攻で開講されている専門科目 30科目
をあげ、実習前の専門科目の理解度と実習後のそれ
らの科目の学び直しの必要性について得点化し、そ
れぞれの項目の平均値を算出して、事前・事後得点
の t検定を行った（表 5）。すべての項目で事前よ
り事後の得点が有意に高かった。
　事前調査で理解度の得点が高かった科目は、「給
食管理実習」、「調理学実習」、「校外実習指導」の 3
科目で、続いて「給食管理論」「ライフステージ栄
養学」「ライフステージ栄養学実習」の 3科目で
あった。事後調査で学び直し得点が高かった科目は
「給食管理論」で、続いて「給食管理実習」であっ
た。「給食管理」は理論、実習ともに実習前の理解
度が高いにも関わらず、実習後の学び直し得点も高
いことから、校外実習の効果が大きく、自分の学び
の不足を認識し、栄養士の仕事の中心であることを
学んだと考えられる。
6.　実習後の栄養士に関するイメージの変化
　実習後、栄養士のイメージが「かなり変わった」
が 23.3%、「少し変わった」が 62.5%で、約 85%の
学生は栄養士のイメージに変化があった（図 1）。
　本研究では事前調査で栄養士のイメージについて
詳細な調査をしていないため、今後の研究において
学生が栄養士についてどのようなイメージを持って
いたのか、また事後調査で栄養士のどのような点で
イメージが変わったところなのかについて検討す
る。
7.　栄養士としての就職の希望の変化
　卒業後に栄養士として就職を希望している学生
は、事前調査では 49.3%、事後調査では 48.4%で
あった。希望している学生の希望職種は、事前調査
 
 
                                 （n=155） 
図 1 実習後の栄養士のイメージ 
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図 1　実習後の栄養士 イメージ
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では複数回答、事後調査では単一回答であったが、
1位保育園、2位給食受託会社、3位病院、4位老人
福祉施設で、実習前後の順位の変化はみられなかっ
た（表 6）。
　今回の結果では栄養士として就職を希望する学生
は 5割弱で、校外実習の前後約 1～2ケ月の間で変
化はみられなかったが卒業後の就職決定者のうち約
6割は栄養士として就職をしていた。
8.　まとめ
　校外実習の事前事後について学生の変化を検討し
た結果、一定の学習効果が得られた。事前の専門科
目などの知識の習得は必須であるが、「礼儀、マ
ナー、あいさつ」「健康管理」「行動時間の厳守」な
ど生活体験を通して体得する項目についても実習先
の要求度は高く、具体的な教育体験の検討が必要で
あると考えられる。
要約
　校外実習における学習効果を把握し、事前・事後
の指導に役立てることを目的として、本学短期大学
部家政科食物栄養専攻 2年生を対象に実習前後のア
ンケート調査を実施した。　
　結果は、以下の通りであった。
　1）　実習で学びたいこと・学んだことの「調理技
術」「食材知識」「作業管理」「食育」「事務管理」
「経営管理」「リーダーシップ」は、事前に大切と認
識して実習に臨んだが、実習先で要求される度合が
低いか、体験しなかったと考えられる。「礼儀、マ
ナー、あいさつ」「健康管理」「行動時間の厳守」に
ついては、事前にも大切さを認識していたが、実習
によってその大切さを再認識したと考えられる。
　2）　栄養士に必要な知識および技能についての変
化は、事前より事後の得点が有意に高かったのは
「礼儀、マナー、あいさつ」「コミュニケーション」
「リーダーシップ」「事務管理」であった。「衛生管
理」「献立作成」についてはいろいろな科目で徹底
した教育を行っており、その重要性が理解されたと
考えられる。
　3）　栄養士専門科目の理解度（事前調査）・専門
科目の学び直し（事後調査）については、専門科目
30科目すべてにおいて事前より事後の得点が有意
に高かった。特に得点が高かった科目は「給食管理
実習」「調理学実習」「校外実習指導」「給食管理論」
「ライフステージ栄養学」「ライフステージ栄養学実
習」などである。
　4）　約 85%の学生は実習後の栄養士に関するイ
メージに変化があった。
　5）　栄養士として就職を希望する学生は 5割弱
で、事前事後の変化はみられなかった。
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表 6　栄養士としての就職で希望する職種の変化
順位 施設
実習前
（複数回答）　
n=74　
実習後
（単一回答）　
n=75　　
H23本学の就職状況
（栄養士職のみ）
n=82
全国の就職率＊  
（人） （人）   （%） （%）
1 保育園 35 34 19.5 19.2
2 給食受託会社 29 20 51.2 39.1
3 病院 15 11  6.1 15.7
4 老人福祉施設 15  6  8.5  6.1
5 その他  8  4 14.6
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Summary
　We carried out questionnaires about practical training outside the college to the students on dietitian course of our junior 
college division.　While we conducted the survey only after the training in the previous report, we did it both before and after 
the training in this report to evaluate the effect of the training precisely.　As a result, we have obtained the following results : 
　1.　Out of 14 learning points, students’ expectations and results of learnings were different in 9 points.
　2.　A question about skills and knowledge required for a dietitian revealed that the training helps the students to realize the 
importance of courtesy, communication, leadership and office work.
　3.　Students realized the need of brushup after the training for all 30 subjects in dietitian course of our junior college divi-
sion.
　4.　Most students changed their image of a dietitian after the training.
　5.　The ratio of students hoping a job as a dietitian was little less than 50% both before and after the training.
